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な
ぜ
大
学
で
道
徳
を
学
ぶ
の
か

　

ま
ず
最
初
に
、
ど
う
し
て
大
学
で
道
徳
教
育
を
行
う
の
か

と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
う
。
一

般
に
道
徳
と
言
え
ば
、
躾
や
マ
ナ
ー
を
連
想
す
る
場
合
が
多

く
、
そ
の
類
の
も
の
は
家
庭
や
小
中
学
校
で
行
う
も
の
で
あ

り
、
大
学
の
よ
う
な
高
等
教
育
の
中
に
位
置
づ
け
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
意
見
を
よ
く
耳
に
す
る
。
し
か
し
、
道
徳
は

そ
の
よ
う
な
礼
儀
作
法
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
め
る
も
の
で
は
な

く
、「
自
己
と
他
者
と
の
よ
り
よ
き
関
係
性
」
の
構
築
と
い

う
、
も
っ
と
広
い
視
野
で
捉
え
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
。

自
己
と
他
者
と
の
関
係
性
を
考
え
な
が
ら
、
い
か
に
生
き
る

べ
き
か
を
学
ぶ
こ
と
に
は
、
特
に
時
期
が
決
め
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
関
係
性
は
、
環
境
や
年
齢
が

変
わ
る
た
び
に
新
し
く
組
み
替
え
ら
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る

新
し
い
道
徳
的
心
構
え
や
態
度
が
必
要
で
あ
る
。
端
的
に
言

え
ば
、
道
徳
の
学
び
は
、
時
期
を
特
定
せ
ず
、
生
涯
続
け
る

べ
き
課
題
な
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
大
学
生
に
は
大
学

生
と
し
て
当
然
学
ぶ
べ
き
道
徳
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

つ
ぎ
に
本
学
が
道
徳
教
育
を
大
切
に
す
る
の
は
、
そ
れ
が

本
学
の
「
建
学
の
精
神
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
を

学
習
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
場
で
実
質
化
す
る
こ
と

が
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
（Center�of�Com

m
unity

）
と
し
て
本
学
が
社

会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
私
学
に
お
い
て
は
、「
建
学
の
精
神
」
こ

そ
が
、
大
学
設
置
の
趣
旨
で
あ
り
、
目
標
で
も
あ
る
。
本
学

の
場
合
は
、
創
立
者
廣
池
千
九
郎
が
提
唱
し
た
道
徳
科
学

「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
」
に
基
づ
く
「
知
徳
一
体
」
の
教
育
を
「
建

学
の
精
神
」
の
基
本
理
念
と
す
る
。
そ
の
上
で
本
学
は
、
大

学
教
育
を
通
し
、
学
生
の
心
に
仁
愛
の
精
神
を
培
い
、
そ
の

上
に
現
代
の
科
学
、
技
術
、
知
識
を
修
得
さ
せ
、
国
家
、
社

会
の
発
展
と
人
類
の
安
心
、
平
和
、
幸
福
の
実
現
に
寄
与
で

き
る
人
物
を
育
成
す
る
こ
と
を
教
育
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
道
徳
教
育
は
、
麗
澤
の
「
建
学
の
精
神
」
と
不

可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

「
建
学
の
精
神
」
教
育
の
組
織
的
展
開

　

現
在
、
大
学
教
育
に
お
け
る
「
建
学
の
精
神
」
の
重
要
性

は
、
本
学
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
私
立
大
学
の
共
通
認
識
と

な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
は

『
私
立
大
学
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
』（
平
成
25
年
）
で
、
知
識

基
盤
社
会
を
支
え
る
私
立
大
学
10
の
提
言
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
「
建
学
の
精
神
の
具
現
と
特
色

あ
る
教
育
研
究
の
質
的
充
実
の
強
力
な
る
推
進
」（
提
言

５
）
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
最

初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
「
私
立
大
学
は
、
建
学
の
精
神

に
基
づ
い
た
多
様
な
教
育
研
究
活
動
、
社
会
貢
献
活
動
を
推

進
す
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は

「
建
学
の
精
神
」
を
単
に
抽
象
的
概
念
の
域
に
と
ど
め
ず
、

実
際
の
教
育
・
研
究
活
動
の
中
で
「
具
現
化
」
す
る
こ
と
で

あ
る
。
本
学
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ

き
、
い
か
に
し
て
道
徳
教
育
を
組
織
的
に
展
開
す
る
か
と
い

う
課
題
を
つ
ね
に
追
求
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

本
学
で
は
、
大
学
レ
ベ
ル
で
の
道
徳
教
育
の
実
質
化
を
推

進
す
る
た
め
、
２
０
０
８
年
に
「
道
徳
科
学
教
育
セ
ン
タ

ー
」（Center�for�M

oral�Science�and�Education　

以
下
Ｃ

Ｍ
Ｓ
Ｅ
と
略
す
）
を
開
設
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
廣
池
千
九
郎
の
道
徳
思
想
と

モ
ラ
ロ
ジ
ー
を
基
礎
と
し
、
学
内
外
を
問
わ
ず
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
道
徳
・
倫
理
に
関
す
る
教
育
・
研
究
を
行
う
と
と
も

に
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
と
し
て
同
分
野
で
の
地
域
貢
献
に
も
努
力
す
る

な
ぜ
麗
澤
大
学
で
道
徳
を
学
ぶ
の
か

麗
澤
大
学
学
長　

中
山
　
理

〈
特
別
寄
稿
〉
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業
省
が
提
唱
す
る
「
社
会
人
基
礎
力
」
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
能
力
の
特
徴
は
、
認
知
的
な
能
力
だ
け
で
は
な

く
、
人
格
的
な
特
性
や
態
度
、
対
人
関
係
能
力
な
ど
を
含
む

人
間
の
総
合
的
能
力
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
し
い
能
力
の
獲
得
は
、
教
育
目
標
や

評
価
内
容
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
学
の
教
育
課
程
の
中

に
深
く
浸
透
し
て
く
る
傾
向
に
あ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、「
知
徳
一
体
」
を
建
学
の
精
神
と
す

る
本
学
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
中
核
を
な
す
ペ
ダ

ゴ
ジ
ー
は
学
生
の
「
品
性
力
」
の
養
成
に
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
道
徳
・
倫
理
教
育
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
と

え
ば
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
「
前
に
踏
み
出
す
力
」
は
「
一

歩
前
に
踏
み
出
し
、
失
敗
し
て
も
粘
り
強
く
取
り
組
む
力
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
失
敗
そ
の
も
の

を
「
自
己
を
向
上
さ
せ
る
恩
寵
的
試
練
」
と
捉
え
る
よ
う
な

道
徳
的
発
想
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
チ
ー
ム
で
働
く

力
」
は
、
自
己
中
心
性
を
い
か
に
克
服
す
る
か
と
い
う
視
点

が
そ
の
大
前
提
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
能
力
を
総
称
し
て

「
汎
用
的
技
能
」（Generic�Skills

）
な
ど
と
言
う
場
合
も
あ

る
が
、
本
学
で
は
そ
の
中
核
に
「
モ
ラ
ル
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
」

（m
oral�com

petence�

道
徳
力
）
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
徳
的
視
点
は
、
本
学
の
キ

ャ
リ
ア
教
育
で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
・
研
究
活
動

　

す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
時
代
を
迎
え
、
海
外
の
高
等
教
育
機
関
と
道
徳
・
倫
理
の

教
育
・
研
究
活
動
の
分
野
で
様
々
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
学
術
提
携
の
Ｍ

Ｏ
Ｕ
（
了
解
覚
書
）
を
結
ん
だ
①
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ボ
ス

ト
ン
大
学
、
ミ
ズ
ー
リ
大
学
、
②
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ミ
ン
ガ

ム
大
学
、
そ
し
て
③
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
校

人
文
社
会
科
学
大
学
と
の
学
術
交
流
や
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

①　

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
大
学
・
ミ
ズ
ー
リ
大
学

　

ア
メ
リ
カ
で
も
、
世
俗
化
が
進
ん
だ
と
言
わ
れ
る
20
世
紀

に
は
、
大
学
は
果
た
し
て
学
部
生
に
道
徳
・
倫
理
教
育
を
提

こ
と
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
１
年
次
の
必
修
科
目
で
あ
る

「
道
徳
科
学
」
の
授
業
運
営
に
関
す
る
Ｆ
Ｄ
活
動
、
学
生
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
道
徳
教
科
書
『
大
学
生
の
た

め
の
道
徳
教
科
書
』（
理
論
編
・
実
践
編
）
の
出
版
、
自
校
教

育
、
課
外
で
学
生
の
「
学
び
」
の
活
動
を
支
援
す
る
リ
ー
ダ

ー
セ
ミ
ナ
ー
や
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ド
ミ
ト
リ
ー
教
育
な
ど
、
学

内
の
諸
活
動
の
支
援
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
活
動
の
一
環
と
し
て
『
高
校

生
の
た
め
の
道
徳
教
科
書
』
の
出
版
と
本
書
を
テ
キ
ス
ト
と

し
た
高
校
教
員
対
象
の
「
道
徳
教
育
講
座
」
の
開
設
、
柏
市

立
教
育
研
究
所
と
大
学
と
の
連
携
講
座
で
「
道
徳
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
柏
市
教
職
員
研
修
講
座
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
員

に
よ
る
高
校
・
中
学
校
へ
の
道
徳
の
出
張
講
義
、
公
益
財
団

法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
主
催
「
教
育
者
研
究
会
」（
全
国

約
１
０
０
会
場
、
１
万
人
が
参
加
）
で
の
講
演
、
被
災
地
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
海
外
の
大
学
と
の
道
徳
・
倫

理
に
関
す
る
教
育
・
研
究
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
誌
面
が

限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
こ
の
点
に
焦
点
を
あ
て
た
い
）

な
ど
、
そ
の
活
動
の
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
こ
そ
要
求
さ
れ
る
モ
ラ
ル
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス

　

こ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
の
諸
活
動
は
、
近
年
叫
ば
れ
て
い

る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
い
う
高
等
教
育
へ
の
時
代
要

請
に
も
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、

世
界
市
場
で
存
在
感
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
日
本
企
業
の
危
機
感

や
、
国
際
化
の
時
代
と
は
逆
行
す
る
よ
う
な
日
本
の
若
者
の

「
内
向
き
」
志
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
企
業
が

海
外
展
開
を
す
る
上
で
の
最
大
の
課
題
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

通
用
す
る
「
人
材
」
の
育
成
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人
材
育

成
を
担
う
日
本
の
大
学
教
育
自
体
も
更
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
共
通
し
て
求
め
ら
れ
る

要
件
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
す
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ

ー
、
特
に
英
語
を
中
心
と
し
た
外
国
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
次
に
異
文
化
の
理
解
や
活
用
力
、
そ
し
て
最

近
よ
く
耳
に
す
る
「
社
会
人
基
礎
力
」
が
筆
頭
に
あ
が
っ
て

い
る
。

　

こ
の
う
ち
特
に
大
学
教
育
で
問
題
と
な
る
の
は
、
経
済
産
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「
人
格
・
社
会
的
責
任
セ
ン
タ
ー
」［Center�for�Character�

and�Social�Responsibility

］
と
改
名
、
以
下
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
略

す
）
と
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
結
び
、
人
格
教
育
の
共
同
研
究
と
教
育
教

材
の
共
同
開
発
を
行
う
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

た
。
そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
が
、
一
般
の
ア
メ
リ
カ
人
向
け
の

啓
蒙
書
と
し
て
両
セ
ン
タ
ー
の
教
授
陣
が
執
筆
し
た

H
appiness and V

irtue B
eyond E

ast and W
est

：�
T

ow
ard a N

ew
 G

lobal R
esponsibility�

（T
uttle�

Publishing�2012.　

邦
訳
『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
幸
福
と
社
会

的
責
任

─
日
本
の
モ
ラ
ル
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ラ
ル
』
麗
澤
大

学
出
版
会
、
２
０
１
２
年
）
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
ボ
ス
ト

ン
大
学
で
は
、
本
学
と
の
共
催
で
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
力

の
倫
理
」、「
文
化
を
超
え
て
人
格
を
強
化
す
る
サ
ー
ビ

ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
日
本
と
合
衆
国
」
と
題
し
た
２
つ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。

　

こ
れ
以
外
で
も
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
は

合
衆
国
ミ
ズ
ー
リ
大
学
セ
ン
ト
・

ル
イ
ス
校
の
「
人
格
・
市
民
性
セ

ン
タ
ー
」（Center�for�Character�

&
�Citizenship

）
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
道
徳
教

育
の
イ
ン
パ
ク
ト
測
定
法
の
開
発
や
、
同
大
学
教
授
で
ア
メ

リ
カ
の
人
格
教
育
の
第
一
人
者
の
一
人
、
マ
ー
ヴ
ィ
ン
・
バ

ー
コ
ビ
ッ
ツ
博
士
に
よ
る
『
学
校
が
変
わ
る
ス
ー
パ
ー
テ
ク

ニ
ッ
ク

─
ア
メ
リ
カ
の
人
格
教
育
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』

（
中
山
理
監
訳　

麗
澤
大
学
出
版
会
、
２
０
１
４
年
）
を
紹
介

し
て
い
る
。

②　

イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学

　

イ
ギ
リ
ス
で
も
、
近
年
、
人
格
教
育
の
必
要
性
が
提
唱
さ

れ
る
よ
う
な
っ
た
。
そ
の
直
接
的
な
き
っ
か
け
は
、
２
０
１

１
年
、
人
格
の
崩
壊
を
象
徴
す
る
よ
う
な
暴
動
が
首
都
ロ
ン

ド
ン
で
発
生
し
た
こ
と
で
あ
る
。
放
火
や
略
奪
な
ど
を
繰
り

返
す
無
法
行
為
は
、
中
部
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
、
リ
バ
プ
ー
ル
な
ど
の
地
方
都
市
に
も
広
が
っ
た
。
保

険
会
社
の
損
失
額
が
２
億
ポ
ン
ド
（
日
本
円
で
２
５
０
億

円
）
を
超
え
る
と
言
わ
れ
、
死
亡
者
ま
で
出
し
た
暴
動
の
逮

捕
者
は
１
５
０
０
人
以
上
に
も
及
び
、
そ
の
多
く
が
10
代
の

若
者
た
ち
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
こ
れ
ほ
ど
の
暴
動
が
起
き

供
す
る
責
任
が
あ
る
の
か
と
い

う
疑
問
が
ま
こ
と
し
や
か
に
提

起
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、『
道
徳
教
育
を
論
ず

る

』（E
lizabeth�K

iss�&
�J.�

Peter�E
uben�ed.,�D

ebating 

M
oral E

ducation,�2010

）
と
い

う
論
文
集
に
よ
る
と
、
過
去
二

〇
年
ほ
ど
の
間
に
ア
メ
リ
カ
の

高
等
教
育
で
も
本
質
的
な
変
化

が
起
こ
り
、
哲
学
、
政
治
学
、

宗
教
学
な
ど
の
学
者
た
ち
を
中

心
に
、
再
び
大
学
で
の
道
徳
・

倫
理
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
再

考
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
全
米
で
１
０
０
を
超
え
る
倫
理
研
究
セ
ン
タ
ー
や

研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
立
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
よ
う
な
動
向
と
歩
調
を
合
わ
す
か
の
よ
う
に
、
学
校

教
育
で
も
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
「
人
格
教
育
」（character�

education

）
が
台
頭
し
て
き
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
情
報
化

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て
価
値
観
の
多
様
化
や
個

人
主
義
化
が
加
速
し
た
一
方
で
、
規
範
意
識
や
連
帯
感
が
希

薄
化
し
、
学
力
低
下
や
生
徒
指
導
の
問
題
が
浮
上
し
て
き
た

と
い
う
深
刻
な
現
状
が
あ
る
。
一
九
九
四
年
に
は
、
ク
リ
ン

ト
ン
大
統
領
が
ア
メ
リ
カ
学
校
改
革
法
の
も
と
で
「
人
格
教

育
連
携
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
、
次
の

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
も
２
０
０
２
年
に
「
落
ち
こ
ぼ
れ
ゼ
ロ
法

案
」（
略
し
て
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｂ
）
と
い
う
、
児
童
・
生
徒
の
学
業
に

お
け
る
落
ち
こ
ぼ
れ
を
防
止
す
る
法
律
を
成
立
さ
せ
た
。
し

か
し
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｂ
と
て
万
能
策
で
は
な
く
、
教
育
の
目
的
や
範

囲
を
狭
め
る
と
い
う
、
ま
た
別
の
新
し
い
問
題
を
生
み
だ

し
、
人
格
教
育
を
限
ら
れ
た
下
位
集
団
の
学
習
だ
け
に
矮
小

化
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
の
人
格
教
育
は
、
連
邦
教
育
省
が
中
心
と
な

り
、
州
や
地
方
の
教
育
委
員
会
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
学
な
ど
の
高

等
教
育
機
関
と
連
携
し
て
人
格
教
育
と
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。
本
学
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
も
、
２
０
０
９
年
か
ら

ボ
ス
ト
ン
大
学
の
「
倫
理
人
格
向
上
セ
ン
タ
ー
」（
現
在
は
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国
語
学
部
長
の
渡
邊
信
教
授
が
「
麗
澤
大
学
で
の
学
び
に
つ

い
て
」、
経
済
学
部
の�

堀
内
一
史
教
授
が
「
松
下
幸
之
助
の

道
徳
的
経
営
」、
そ
し
て
私
が
「
21
世
紀
の
日
本
と
道
徳
の

再
構
築
」
と
題
す
る
講
演
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。
翌
２
０
１

３
年
は
、
日
越
修
好
40
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
両
大
学
の
共
同
開
催
と
い
う
形
で
「
現
代
に
お

け
る
経
済
と
道
徳
」
と
題
す
る
講
演
会
を
行
い
、
外
国
語
学

部
の
梅
田
徹
教
授
に
よ
る
「
市
場
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
る
道

徳
的
感
性
」、
経
済
学
部
の
堀
内
教
授
に
よ
る
「
二
宮
尊
徳

と
そ
の
経
済
・
道
徳
思
想

─
現
代
日
本
の
経
済
に
影
響
を

与
え
た
代
表
的
日
本
人
」、
そ
し
て
私
に
よ
る
「
現
代
の
日

本
に
残
る
老
舗

─
企
業
永
続
の
条
件
」
と
題
し
た
講
演
が

そ
れ
ぞ
れ
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
講
演
録
を
基
に
し
た

日
越
対
訳
の
日
本
語
・
日
本
文
化
教
科
書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

持
ち
上
が
り
、
教
材
の
出
版
が
な
か
な
か
難
し
い
と
い
わ
れ

る
ベ
ト
ナ
ム
で
、
２
０
１
４
年
に
『
現
代
に
お
け
る
経
済
と

道
徳
』
と
い
う
補
助
教
材
の
出
版
と
な
っ
て
結
実
し
た
。

　

今
や
、
世
界
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
」
育
成
の
要
請
が
高
ま
っ
て
お
り
、
２
０
１
５
年

も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
高
等
教

育
機
関
で
道
徳
と
倫
理
に
関
す
る
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

目
白
押
し
で
あ
る
。
今
後
も
、
道
徳
・
倫
理
に
関
す
る
教

育
・
研
究
の
必
要
性
は
増
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
衰
え
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　

前
述
し
た
こ
と
以
外
で
、
こ
れ
か
ら
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
の
関
連
で
は
、
本
学
で
は
道
徳
的
能
力
を
社
会
人
基
礎

力
や
人
間
力
の
中
核
を
な
す
能
力
と
し
て
捉
え
、
そ
の
育
成

を
目
的
と
し
た
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
で
展
開
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
既
出
の
「
道
徳
科
学
」

に
加
え
て
、「
麗
澤
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」「
麗
澤
ス
ピ
リ
ッ
ト
と

キ
ャ
リ
ア
」「
生
涯
学
習
論
」「
道
徳
教
育
の
研
究
」「
現
代

社
会
と
道
徳
科
学
」
な
ど
の
科
目
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
認
知
的
な
能
力
の
養
成
が
教
育
内
容
の
中
心
に

な
り
が
ち
な
講
義
形
式
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
け
で
、
学
生
の

モ
ラ
ル
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
が
十
分
に
養
成
で
き
る
と
は
言
い

た
の
は
１
９
８
０
年
代
以
来
の
こ
と
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相

は
休
暇
を
一
部
返
上
し
て
緊
急
閣
議
を
開
き
、
対
応
を
協
議

し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
同
年
、
特
に
若
者
の
人
格
教
育

を
見
直
す
た
め
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
即
位
60
周
年
を
記
念

し
、
ジ
ョ
ン
・
テ
ン
プ
ル
財
団
の
援
助
で
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

大
学
に
「
人
格
・
価
値
ジ
ュ
ビ
リ
ー
・
セ
ン
タ
ー
」（T

he�

Jubilee�Centre�for�Character�and�V
alues

）
を
設
立
す
る

こ
と
が
、
英
国
議
会
上
院
で
認
め
ら
れ
た
。

　

同
年
、
麗
澤
大
学
に
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
創
立
記
念
と
し

て
開
催
す
る
国
際
会
議
に
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
出
席
し
、
研

究
発
表
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
招
待
を
受
け
た
。
統
一
テ
ー

マ
は
「
人
格
と
公
共
政
策
」
で
、
私
は
本
学
を
代
表
し
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
高
等
教
育
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
再
構
築
」

（G
lobalization�and�the�N

eed�to�R
econstruct�M

oral�

Education�in�H
igher�Education

）
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表

を
し
た
。
ま
た
第
２
回
目
の
「
美
徳
は
測
定
で
き
る
か
？
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
会
議
で
は
、
経
済
学
部
の
堀
内
一
史

教
授
が
、
本
学
の
「
社
会
活
動
演
習
」（
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
学
生
の
道
徳
的
変

容
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
予
備
調
査
と
し
て
、
ポ
ス
ト

テ
ス
ト
の
調
査
項
目
の
信
頼
度
と
今
後
の
研
究
の
展
望
に
つ

い
て
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
が
定
期

的
に
発
行
し
て
い
る�

“Jubilee�Centre�Research�and�
Policy�D

igest

”�

と
い
う
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の�

“Partners�
N

ew
s

”�

の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
が
英
語
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
で
ア
ッ
プ
し
た
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（http://

cm
se.reitaku-u.ac.jp/english/

）。

③　

ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
校
人
文
社
会
科
学
大
学

　

最
初
に
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
校
人
文
社
会

科
学
大
学
を
訪
問
し
た
の
は
、
今
か
ら
３
年
前
の
２
０
１
２

年
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
以
前
よ
り
同
大
学
に
日
本

語
教
材
を
提
供
し
て
い
る
本
学
道
徳
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の

客
員
研
究
員
で
公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
上
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
部
長
の
西
田
誠
氏
か
ら
の
紹
介
で
、
カ
ー
ン
副
学

長
、
ル
ッ
ク
日
本
学
科
長
、
フ
ー
日
本
学
科
副
学
科
長
ら
と

お
会
い
し
、
両
大
学
の
学
術
・
教
育
交
流
に
つ
い
て
貴
重
な

情
報
交
換
を
し
た
。
そ
の
後
、
同
大
学
の
講
堂
で
、
本
学
外
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難
い
。
道
徳
的
能
力
は
、
認
知
（cognition

）、
情
動

（affect
）、
行
動
（behaviour

）
の
３
領
域
で
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
育
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
や
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
授
業
方
法
の
工
夫

や
改
革
の
余
地
が
大
い
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
よ
り
体
系

的
で
重
層
的
な
道
徳
の
学
び
と
、「
道
徳
科
学
」
と
そ
れ
以

外
の
教
養
教
育
と
さ
ら
な
る
相
互
補
完
性
を
高
め
る
よ
う
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
２
０
１
６
年
度
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

最
後
に
道
徳
教
育
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と
を
お
話
し
し

て
、
本
論
の
ま
と
め
と
し
た
い
。
そ
れ
は
学
生
の
人
間
力
を

養
成
す
る
に
は
、
教
職
員
全
員
が
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に

か
か
わ
ら
ず
、
自
分
た
ち
は
学
生
の
「
役
割
モ
デ
ル
」（role�

m
odel

）
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
い
く
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し
て
も
、

い
く
ら
制
度
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
も
、
教
職
員
が
道
徳

を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
学
生
の
道
徳
性
の
向
上

の
た
め
に
自
ら
努
力
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
な
い
と
道
徳
教

育
は
成
り
立
た
な
い
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
本
学
と
ボ
ス
ト
ン

大
学
と
の
共
編
書
に
序
論
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
米
国
の
人

格
教
育
の
専
門
家
、
ト
ム
・
リ
コ
ー
ナ
博
士
の
言
葉
、「
学

生
の
人
格
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
上
で
あ
な
た
が
持
っ
て

い
る
唯
一
最
強
の
ツ
ー
ル
は
、
あ
な
た
自
身
の
人
格
で
あ

る
」（T

he�single�m
ost�pow

erful�tool�you�have�to�im
pact�

a�student

’s�character�is�your�ow
n�character.

）
を
心
に
刻

み
た
い
と
思
う
。
道
徳
教
育
は
全
人
格
的
な
人
間
教
育
で
あ

り
、
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
交
わ
り
を
通
し
て
行
わ
れ
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
本
学
で
リ
ー
ダ

ー
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
し
て
長
年
心
の
通
う
人
間
関
係
を
築

き
、
学
生
か
ら
も
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
る
学
長
補
佐
の
井

出
元は
じ
め
教
授
と
共
感
し
て
い
る
言
葉
を
書
き
記
し
て
お
き
た

い
。「
教
育
と
は
、
流
れ
る
川
に
墨
で
字
を
書
く
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
教
師
た
る
も
の
は
、
岩
に
刻
み
付
け
る

よ
う
な
確
固
と
し
た
信
念
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。」


